
不
賓
の
情
報
に
依
る
就
職
妨
害
事
件
と

情
報
の
法
律
関
係

4系関律法の報情と件事審妨職就る依l二報情の賀f、

先
月

十
九

2就
哩職
Z.妨
筒害
タきh
刊誌

長幸
の牛
様ー

な
記
事
iJ~ 

見

え
た
。
『
大
審
院
ま
で
争
ふ
恨
み
の
職
工
l
|
工
場
主
が
就
職

妨
害
と
、
注
目
さ
れ
る
訴
訟
」
と
い
ふ
見
出
し
で
近
頃
珍
し
い

訴
訟
事
件
が
報
導
さ
れ
た
。
事
件
は
一
口
に
言
へ
ば
、
職
工

の
前
傭
主
が
他
の
工
場
、
王
の
照
合
に
封
し
該
職
工
に
付
き
不

利
な
る
情
報
を
鴻
し
た
る
が
儲
め
、
折
角
決
り
か
け
た
就
職

ロ
が
駄
目
じ
震
っ
た
と
い
ふ
の
で
、
該
職
工
は
前
傭
主
じ
封

し
就
職
妨
害
に
因
る
損
害
賠
償
請
求
の
訴
を
起
し
た
と
い
ふ

面
白
い
事
件
で
あ
る
。
新
聞
紙
報
導
の
内
容
は
大
瞳
じ
於
て

要
を
得
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
が
、
私
は
更
に
本
事
件
の
訴
訟
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代
理
人
で
あ
る
布
施
時
間
護
士
の
特
別
の
御
厚
意
に
依
て
、
訴

歌
、
判
決
正
本
等
を
拝
見
す
る
こ
と
を
符
て
、
短
時
間
の
聞

で
は
あ
っ
た
が
柏
詳
細
に
事
件
の
内
容
を
知
悉
す
る
こ
と
が

採

秀

春

国

出
来
た
。
今
原
告
側
の
主
張
に
基
き
事
件
の
内
容
を
示
し
て

見
る
と
斯
う
で
あ
る
|
|

事
件
は
去
る
大
正
十
二
年
四
月
の
出
来
事
で
、
深
川
区
西
元
町

一
呑
地
久
保
銭
工
所
(
営
時
久
保
保
次
郎
、
現
在
家
督
相
綬
人
久

保
米
久
経
替
〉
方
の
職
工
深
川
区
東
六
間
郷
町
八
呑
地
松
本
松
五

郎
が
、
明
治
一
一
一
十
六
年
十
月
十
五
歳
の
時
よ
り
久
保
方
に
年
期
小

伶
と
し
て
傍
入
せ
ら
れ
無
事
七
年
間
の
年
期
見
替
を
了
L
、
爾
古
川

引
績
与
二
人
前
の
仕
上
職
工
と
し
て
傭
使
せ
ら
札
、
努
働
関
係
ル

縫
緩
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
工
場
主
の
待
遇
が
徐
り
に
酷
薄
に

し
て
漸
次
生
計
の
困
難
を
来
し
れ
所
か
ら
、
ひ
そ
か
に
石
川
島
建

艇
所
へ
縛
職
の
交
渉
ひ
銭
L
、
大
技
内
諾
を
得
た
の
で
大
正
十
一

年
九
月
間
工
場
守
任
意
館
職
し
正
式
に
石
川
島
港
施
所
ド
就
職
志

願
書
も
提
出
し
た
。
然
る
に
石
川
島
造
船
所
で
は
職
工
傭
用
の
内

規
に
擦
り
前
傭
主
に
本
人
の
勤
務
振
等
た
照
合
し
た
所
が
、
久
保

鍛
工
所
で
は
之
に
封
L
同
職
工
は
『
性
質
問
街
、
加
工
ス
ペ
キ
ロ
聞

物
一
二
到
U
J

精
粗
ノ
別
ナ
ク
且
又
臨
機
膝
務
ノ
才
ニ
之
V
ク
l
l
l
作

業
中
常
一
二
品
事
巳
奥
田
目
=
仕
事
セ
ズ
ー
ー
ー
在
職
中
/
成
績
思
戸

V
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カ
ラ
』
ぎ
る
旨
の
問
答
を
銭
し
た
る
矯
め
就
職
が
絡
に
フ
イ
に
銭

っ
た
も
の
で
、
之
に
封
し
松
本
伏
、
前
傭
主
久
保
銭
工
所
が
彼
に

就
き
不
貨
の
情
報
を
銭
L
故
意
に
就
職
ル
妨
害
し
た
る
も
の
と
し

て
、
之
に
就
職
妨
害
損
害
賠
償
九
百
八
十
三
間
の
請
求
訴
訟
や
提

起
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

然
る
に
此
の
事
件
は
審
理
の
結
果
、
第
一
審
ハ
大
正
十
五
年

五
月
三
日
東
地
列
υ
、
第
二
審
(
昭
和
二
年
十
一
月
二
十
九
日
東
控

不安の情~~立に依る就職妨害事件と情報の法律関係

列
)
共
に
職
工
松
本
の
敗
訴
に
蹄
し
た
υ
其
の
判
決
理
由
主

要
約
し
て
み
る
と
斯
う
で
あ
る

4
原
告
が
大
正
十
一
年
九
月

石
川
島
浩
舶
所
に
就
職
の
申
込
み
を
震
し
一
臆
採
用
の
内
誌

を
得
た
る
も
、
被
告
久
保
鍛
工
所
の
情
報
あ
り
た
る
魚
め
に

終
に
不
採
用
と
話
り
た
る
の
事
買
は
之
を
認
め
る
け
れ
ど

も
、
右
同
答
情
報
の
内
容
が
不
置
に
し
て
而
も
就
職
を
妨
害

す
る
の
意
思
に
出
で
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
原

告
の
提
出
に
係
る
凡
ゆ
る
詮
擦
を
以
て
し
で
も
之
を
認
む
る

こ
と
が
出
来
た
い
』
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
之
に
釘
し
原
告
は

右
判
決
を
不
服
と
し
て
昭
和
三
年
四
月
更
に
上
告
を
話
す
じ

至
っ
た
が
、
聞
け
ば
大
牢
院
に
於
て
は
・
審
問
の
結
果
去
る
五

目
的
位
に
之
に
封
し
破
棄
差
戻
の
判
決
を
下
し
た
と
い
ふ
'
}
と

で
あ
る
。

400 

私
は
本
事
件
が
命
未
だ
結
審
に
至
ら
な
い
-
』
と
で
も
あ
る

か
ら
、
今
誌
に
之
を
許
許
す
る
の
考
は
国
よ
り
有
っ
て
ゐ
な

ぃ
。
唯
此
種
の
事
柄
は
極
め
て
簡
単
な
る
枇
合
的
事
象
で
は

あ
る
け
れ
ど
も
、
従
来
共
此
種
の
手
段
に
依
て
被
傭
者
の
就

職
の
妨
害
せ
ら
る
L
に
至
っ
た
事
例
が
多
々
存
し
た
『
』
と
L
A

思
ふ
し
、
尚
又
今
後
斯
く
し
て
被
傭
者
の
利
益
の
侵
害
せ
ら

る
L
揚
合
が
必
守
や
相
睡
で
生
じ
て
来
る
こ
と
L
思
は
れ
る

か
ら
、
此
の
機
合
に
於
て
一
ト
通
り
同
答
乃
至
情
報
に
関
す

る
法
律
関
係
を
吟
味
し
、
芳
々
右
訴
訟
事
件
に
釘
す
る
判
断

の
資
料
を
提
供
す
る
意
味
に
於
て
一
般
的
考
察
を
加
へ
て
置

く
こ
と
も
此
際
多
少
の
意
義
を
有
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ

の
で
あ
る
。
以
下
陳
べ
る
附
は
大
腿
左
様
な
意
味
合
を
以
て

金
日
か
れ
た
も
の
で
あ
る
ニ
と
を
諌
め
断
は
っ
て
置
く
。

一一
情
報
の
意
義
、

類
似
概
念

v
と
の
別
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傭
主
の
情
報
又
は
同
答

2
5
E
3
9
w
〉

S
E
E
P
-円
E
T

S
む
と
は
、
僻
主
が
被
傭
者
に
付
き
第
三
者
の
照
合
同
に
基
き

動
す
か
所
か
一
般
的
又
は
特
段
的
た
か
争
置
の
通
軒
を
謂
ふ

も
の
で
あ
る
。
被
傭
者
に
開
す
る
事
置
の
通
報
は
此
他
柑
プ

ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
問
労
働
諮
問
等
の
場
合
に
於
て
も
行
は
れ
る

の
で
あ
る
が
.
夫
れ
と
之
れ
と
は
本
質
上
明
ら
か
に
直
別
せ

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
o
情
報
は
先
づ
共
の
手
段
目
的
。
相

異
に
依
て
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト

(
Z
p
t
斤一
{
a
f
田
口

}
J
J
4
m
gウ

F
Zロロ)

と
直
別
せ
ら
れ
る
。
プ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
傭
主
側
の
労
働
争

議
手
段
と
し
て
利
用
せ
ら
る
L
所
で
あ
っ
て
、
之
は
努
働
組

合
の
有
能
分
子
、
危
激
分
子
等
特
種
の
被
傭
者
を
傭
主
乃
至

求
人
者
相
互
間
に
内
報
し
合
ひ
‘
北
川
の
何
れ
に
も
傭
入
せ
ざ

る
こ
と
に
依
て
彼
等
並
に
組
合
に
打
撃
を
加
へ
ん
と
す
る
の

方
法
で
あ
る
。
従
て
夫
々
の
揚
合
傭
主
乃
至
求
人
者
聞
に
特

定
被
傭
者
乃
至
求
職
者
に
闘
し
互
に
事
賓
の
一
通
報
を
鵠
し
合

ふ
こ
と
が
あ
っ
て
も
・
こ
L
に
詞
ふ
所
の
情
報
を
以
て
之
を
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論止
γ
る
諜
に
は
行
か
な
い
。
情
報
は
各
桐
惰
主
の
桐
別
的
な

る
行
震
に
閥
し
国
躍
的
争
議
手
段
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。
努
働
法
の
系
統
上
か
ら
謂
へ
ば
‘

プ
ラ
ッ
ク

リ
ス
ト
は
努
働
争
議
法
の
範
聞
に
属
し
、
情
報
は
間
労
働
契
約

法
の
範
閏
じ
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
従
て
雨
者
の
理
論
は

叉
夫
々
全
く
遣
っ
た
基
礎
の
上
に
取
扱
は
れ
た
け
れ
ば
な
ら

ぬ
こ
と
L
岱
る
の
で
あ
る
d

共
に
情
報
は
努
働
詮
明
書
〈
k
p
T

roFsaロ
ゲ
)
の
記
載
と
直
別
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。

努
働
詮
明
書
と
は
傭
主
が
被
傭
者
の
請
求
に
基
き
共
の
求
職

の
便
に
査
す
る
た
め
従
来
の
努
働
依
件
其
他
を
記
載
し
た
る

害
面
を
詞
ふ
の
で
あ
っ
て
、
共
の
被
傭
者
の
請
求
に
基
き
作

成
せ
ら
れ
、
直
接
之
に
附
興
せ
ら
る
L
黙
に
於
て
此
も
の

は
、
第
三
者
の
請
求
に
依
り
乙
に
向
て
表
示
せ
ら
る
A
所
の

情
報
と
匡
別
せ
ら
れ
る
。
勢
働
設
明
書
は
或
る
立
法
例
(
換

固
法
及
び
瑞
商
法
〉
を
除
い
て
は
、
多
く
間
労
働
契
約
の
終
了

に
首
り
交
付
せ
ら
る
L
も
の
と
し
、
共
の
必
要
的
記
載
事
項

亦
法
律
に
依
り
明
定
せ
ら
る
L
そ
常
と
す
る
。
我
閣
に
於
て

は
職
工
及
び
鎮
夫
の
二
者
に
付
き
規
定
あ
り
‘
『
職
工
解
雇

ノ
場
合
-
一
於
テ
雇
僻
期
間
、
業
務
ノ
種
類
及
賃
金
ニ
付
詮
明

書
ヲ
請
求
シ
グ
ル
ト
キ
ハ
工
業
主
ハ
昆
畑
町
ナ
ク
之
ヲ
交
付
ス

401 
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へ
』
き
も
の
と
し
(
工
場
法
施
行
令
第
二
七
僚
ノ
一
ニ
)
、
又
『
鎮

業
権
者
鎮
夫
ヲ
解
雇
シ
タ
ル
揚
ム
口
-
一
於
テ
ハ
共
ノ
請
求
-
一
因

リ
雇
傭
ノ
期
間
、
業
務
ノ
種
類
、
技
能
、
賃
金
及
解
雇
ノ
事

由
ヲ
記
載
シ
グ
ル
誼
明
書
ヲ
興
ア
』
べ
き
も
の
と
し
て
ゐ
る

(
鍵
禁
法
第
七
七
位
m
L

。
其
他
の
被
傭
者
に
付
て
は
何
等
の
規
定

が
な
い
か
ら
、
此
の
揚
合
に
於
け
る
傭
主
の
作
成
義
務
の
有

不賓の情報に依る就職妨害事件と情報の法律関係

無
は
、
勢
働
契
約
の
本
質
及
び
営
事
者
間
の
特
約
等
よ
り
推

し
て
考
察
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
問
題
で
あ
る
。
但
し
共

の
詳
細
は
こ
与
に
陳
ぶ
べ
き
限
り
で
は
な
い
A

情
報
の
法
律
関
係

情
報
じ
付
て
の
法
律
関
係
は
之
を
館
主
と
第
三
者
(
求
人

者
)
と
の
問
の
開
係
、
及
、
ぴ
怖
主
と
被
傭
者
(
求
職
者
)
と

の
聞
の
関
係
、
の
二
方
面
に
分
て
観
察
す
る
を
可
と
し
、
夫

々
又
走
等
一
を
傭
主
の
義
務
の
方
面
と
其
の
樺
利
の
方
面
と
の

雨
程
に
分
て
考
察
す
る
を
便
と
す
る
。

(
甲
)
傭
主
と
第
三
者
と
の
間
の
開
係

〈
イ
)
情
報
を
錯
す
傭
主
の
義
務

第
三
者
の
照
合
あ
り
た

る
時
は
傭
主
は
被
傭
者
に
付
き
之
じ
封
し
情
報
を
輿
ふ

402 

ろ
の
義
務
を
負
ふ
や
、
現
行
法
上
此
種
の
義
務
を
賦
課

ず
る
何
等
の
規
定
も
無
い
か
ら
、

一
般
原
則
に
従
ひ
判

断
を
下
す
の
外
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
別
に
第
三
者
と

の
特
約
其
他
別
段
の
関
係
存
せ
ざ
る
限
り
此
の
義
務
存

せ
ま
る
も
の
と
謂
ふ
の
外
は
な
い
。
情
報
を
興
ふ
る
と

ヌ
口
と
は
全
く
傭
主
の
自
由
の
選
捧
に
属
す
る
事
柄
で
あ

る
υ

結
て
今
た
と
へ
傭
主
が
共
の
自
由
の
意
思
に
泉
き

第
三
者
に
情
報
を
琵
ず
る
事
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
国

よ
り
之
を
以
て
傭
主
が
情
報
を
矯
す
の
義
務
を
第
三
者

に
向
て
負
捨
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
翻
る
べ
き
で
は
な

い
(

Z

W

ト
マ

y
〉
。
併
し
乍
ら
彼
が
一
度
情
報
を
裂
す

お
以
上
は
、
不
賢
の
情
報
に
依
て
第
三
者
の
権
利
を
佼

告
白
す
る
こ
と
の
許
さ
れ
ざ
る
は
一
吉
ふ
迄
も
た
い
。
被
傭

者
の
利
径
の
潟
め
に
腕
偽
の
事
置
を
同
報
し
以
て
第
三

者
の
替
業
植
を
侵
害
す
る
に
至
れ
る
と
き
は
、
因
て
生

じ
た
る
損
害
を
賠
償
す
る
の
責
あ
る
も
の
と
謂
は
ね
ば

た
ら
お
。
此
の
関
係
は
前
掲
努
働
設
問
書
の
廠
慌
の
記
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哉
の
場
合
と
全
く
同
一
に
論
十
べ
き
も
の
と
思
ふ

(

b

ユ
ツ
グ
)
。

(
ロ
〉
情
報
を
震
す
傭
主
の
権
利
法
律
の
規
定
又
は
特
別

の
関
係
な
き
限
り
、
傭
主
に
、
第
三
者
に
劃
す
る
情
報

の
樺
利
な
か
る
べ
き
こ
と
も
固
よ
り
で
あ
る
。
立
川
他
の

関
係
も
前
段
述
べ
た
る
所
に
準
操
し
判
断
せ
ら
る
べ
き

も
の
と
忠
ふ
。

(
乙
傭
主
と
被
傭
者
と
の
間
の
関
係

(
イ
)
情
報
を
借
す
傭
主
の
義
務

第
三
者
の
請
求
あ
り
た

る
場
合
に
於
て
、
傭
主
は
共
の
被
傭
者
に
封
し
、
第
三

者
に
情
報
を
琵
す
る
の
義
務
な
負
ふ
や
、
此
の
場
合
亦

法
律
上
の
根
擦
又
は
特
約
上
の
合
誌
な
し
に
は
側
主
に

此
種
の
義
務
な
き
も
の
と
翻
ね
ば
な
ら
ぬ
u

即
ち
原
則

正
し
て
は
傭
主
は
被
傭
者
に
封
し
一
般
的
情
報
義
務

(
〉

F山
市

E
己

5
〉

grz阿戸
町

gz-zrc
は
之
を
負
は
ざ
る

も
の
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
(

Z

P

ト
マ
シ
、
ヒ
ユ
ツ
ク
、
濁
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列
例
)
。
蓋
し
若
し
然
ら
守
し
て
、
法
律
上
の
根
様
又
は

特
約
上
の
合
意
な
く
し
て
も
尚
此
超
一
般
的
な
る
義
務

を
負
ふ
も
の
と
解
す
る
と
き
は
、
不
営
じ
傭
主
一
を
拘
束

ず
る
の
結
果
と
震
る
か
ら
で
あ
る
。
印
ち
館
主
側
か
ら

謂
へ
ば
二
方
第
三
者
に
封
す
る
閥
係
に
於
て
は
、
共

ο

情
報
の
内
容
如
何
に
困
り
往
々
に
し
て
損
害
賠
償
の
責

任
を
も
生
学
る
こ
と
あ
る
を
想
像
し
得
べ
く
、
又
共
の

被
傭
者
と
の
関
係
に
於
て
は
、
兎
角
浮
腰
の
彼
等
の
潟

め
に
柑
内
戦
又
は
就
職
媒
介
の
努
を
も
執
ら
し
む
る
結
呆

と
な
る
べ
く
、
斯
や
う
に
し
て
傭
主
に
の
み
片
面
的
じ

し
て
院
汎
な
る
負
措
を
負
は
し
む
る
不
合
理
に
陥
る
べ

き
が
故
で
あ
る
。
況
し
て
や
既
に
退
職
又
は
解
雇
後
の

被
傭
者
の
利
益
の
震
め
に
も
此
種
一
般
的
な
る
義
務
を

問
主
に
負
課
す
る
こ
と
の
不
合
理
た
る
は
多
言
を
侠
た

や
し
て
明
ら
か
な
る
所
で
あ
ら
う
。

併
し
乍
ら
被
傭
者
に
封
す
る
開
係
に
於
て
は
、
例
外

的
に
傭
主
の
情
報
義
務
を
肯
定
し
得
る
揚
合
が
認
め
ら

れ
る
。
夫
れ
は
情
報
が
傭
主
に
取
り
格
別
の
努
力
を
位

す
る
も
の
で
友
く
、
叉
他
国
に
於
て
は
情
報
を
費
す
る

こ
と
に
付
き
被
傭
者
が
現
賓
且
つ
正
営
な
る
利
益
を
有

':'03 
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ず
る
場
合
で
あ
る
。
斯
様
な
揚
合
に
は
傭
主
は
法
的
根

操
又
は
之
に
付
て
の
特
約
な
く
し
て
も
被
傭
者
L
封
し

情
報
義
務
を
負
ふ
も
の
と
解
す
べ
き
も
の
と
忠
ふ
♀

ル
ト
マ
シ
、

b

ユ
ツ
ク
、
濁
刺
判
例
、
反
封
カ
ス
ケ
断
、
マ
ツ
タ

イ
等
)
。
此
の
揚
合
ヒ
ユ
ツ
ク
は
右
侠
s

件
の
外
に
向
情
報

が
一
例
々
の
具
樫
的
事
置
に
関
す
る
も
の
な
る
ニ
と
」

を
も
要
件
と
し
て
ゐ
る
ゃ
う
で
あ
る
が
、
私
は
喜
も
共

不賓の情報に依る就駿妨害事件と情報の法律関係

の
必
要
を
認
め
な
い
。

一
般
的
な
る
照
合
に
釘
す
る
揚

合
た
る
と
又
伺
々
の
民
日
韓
的
一
事
賓
の
照
合
に
封
ず
る
揚

ム
口
た
る
と
に
依
り
法
理
を
異
に
す
べ
き
何
等
の
理
由
主

も
見
出
す
こ
と
が
由
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
然
ら
ば
右

例
外
的
友
る
傭
主
の
情
報
義
務
は
如
何
な
る
法
律
上
。

根
擦
に
基
き
之
を
認
容
す
る
こ
と
を
符
る
や
、
エ
ル
ト

マ
ン
も
言
及
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
私
は
之
を
弊
働
関
係

、
、
、
、
、
、

の
身
分
的
要
素
の
中
に
求
め
度
い
。
重
ね
て
こ
A

仁
詳

設
す
ろ
迄
も
な
く
、
努
働
関
係
は
債
権
的
要
素
を
包
含

ナ
ろ
と
同
時
に
又
多
分
に
身
分
的
要
素
を
包
含
す
る
所

の
関
係
で
あ
る
。
共
の
債
権
的
要
素
よ
り
し
て
は
被
傭

者
に
努
働
給
付
義
務
を
又
之
に
封
す
る
傭
主
の
報
酬
給

輿
義
務
を
生
じ
、
其
の
身
分
的
要
素
よ
り
し
て
は
前
者

に
忠
賓
義
務
を
又
之
に
封
す
る
傭
主
の
救
護
義
務
(
ヨ
?
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mg-mpd匂
町
一
山
口
H
H
F〉

を
生
や
る
ハ
詳
細
以
「
現
代
法
事
会
集
」

中
拙
稿
蛍
該
内
部
品
世
照
L

。
右
情
報
義
務
は
印
ち
此
の
傭
主

の
救
護
義
務
の
一
派
生
と
し
て
之
を
解
す
べ
き
も
の
で

あ
る
。
叩
労
働
法
上
傭
主
の
救
護
義
務
は
種
々
な
る
形
式

を
採
っ
て
現
は
れ
る
が
、
共
の
主
な
る
も
の
を
拳
ぐ
れ

ぱ
、
被
傭
者
の
生
命
、
健
康
、
名
春
、
貞
操
、
信
教
等
の
諸

黙
に
留
意
し
之
に
人
間
ら
し
き
生
存
を
保
障
す
る
や
う

相
官
の
考
慮
を
費
や
す
の
義
務
、
勢
働
関
係
絡
了
の
揚

合
に
於
て
新
た
な
る
就
職
口
を
探
索
す
る
に
必
要
す
る

抱
皮
の
時
日
を
被
傭
者
に
許
興
す
る
の
義
務
等
が
夫
れ

で
あ
る
。
傭
主
の
情
報
義
務
の
如
き
も
共
の
性
質
上
此

屈
の
救
護
義
務
の
一
種
に
属
す
る
も
の
と
翻
る
を
至
首

と
す
る
。
自
己
の
傭
佼
ぜ
る
者
に
闘
し
、
北
パ
の
現
置
の

利
益
の
鵠
め
じ
一
定
程
度
の
情
報
を
鳴
す
と
い
ふ
が
如

き
は
、
別
に
深
遠
た
る
理
論
の
構
成
主
侠
つ
抱
一
も
な
〈



係闘律法の報f青と件事筈妨勝就る依に報情の震不

傭
主
門
口
同
然
の
義
務
で
あ
る
と
請
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
も

尚
傭
主
の
此
程
の
義
務
は
現
に
傭
使
中
の
被
傭
者
じ
封

し
認
め
得
ら
る
L

ば
か
り
で
た
く
・
既
に
退
職
又
は
解

居
後
の
被
怖
者
に
封
し
で
も
同
様
認
め
ら
れ
得
べ
き
噌
》

と
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
/
エ
ル
ト
マ
ニ
。
是
亦
間
労
働
関

係
の
身
分
的
相
信
的
性
質
よ
り
常
然
祇
生
す
る
所
で
あ

る
。
退
職
又
は
解
雇
後
の
被
傭
者
が
山
労
働
法
上
、
競
業

禁
止
の
特
約
を
侯
つ
ま
で
も
な
く
、
相
官
の
期
間
及
び

程
度
に
於
て
前
傭
主
に
封
し
其
の
技
術
上
商
略
上
家
庭

上
の
秘
密
左
隼
重
す
べ
き
義
務
を
賦
諜
せ
ら
れ
得
る
も

の
な
る
以
上
は
、
共
の
.
反
面
に
於
て
備
主
じ
向
て
も
亦

勢
働
関
係
終
了
後
の
被
傭
者
に
劉
し
、
北
ハ
の
利
益
の
鵠

め
に
相
官
の
期
間
及
び
程
度
に
於
て
情
報
を
話
す
べ
き

義
務
の
認
め
ら
れ
特
べ
き
こ
と
は
別
段
の
論
議
を
費
や

す
ま
で
も
な
く
明
ら
か
な
る
所
で
あ
る
。
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之
を
要
す
る
に
備
主
の
斯
の
如
き
例
外
的
情
報
義
務

は
本
質
上
努
働
契
約
上
の
義
務
の
一
極
で
あ
る
と
謂
ふ

こ
と
を
得
る
o

従
て
若
し
現
防
主
又
は
訪
問
主
が
第
三

者
の
照
合
あ
り
た
る
に
拘
は
ら
守
之
に
同
答
を
篤
す
ニ

と
を
拒
み
又
は
不
備
不
買
の
情
報
を
琵
し
た
る
と
き
は

彼
は
被
傭
者
に
封
し
此
の
契
約
義
務
違
反
の
責
を
負
は

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
L
鴬
る
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら

や
又
故
意
過
失
に
困
り
不
備
不
買
の
情
報
を
矯
す
、
ー
と

に
悶
て
被
傭
者
の
就
職
を
妨
げ
た
る
と
き
は
、
北
八
の
名

m
明
日
様
、
簿
業
構
等
の
侵
害
と
し
て
不
法
行
然
上
の
損
害

賠
償
責
任
を
も
負
捲
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
至
る
で
あ

ら
v

つ。

(
ロ
〉
情
報
を
儒
ず
僻
主
の
模
利

被
傭
者
に
封
ず
る
傭
主

の
情
報
機
亦
別
段
の
関
係
が
な
け
れ
ば
之
を
認
め
る
諜

に
は
行
か
な
い
。
傭
主
は
臼
自
の
選
揖
に
従
ひ
第
三
者

に
同
答
を
護
し
得
る
と
い
ふ
丈
け
で
あ
っ
て
、
被
傭
者

に
封
ず
る
楼
利
行
岱
と
し
て
之
を
錦
し
得
る
と
い
ふ
観

念
で
は
勿
論
な
い
。
斯
く
樺
利
で
は
な
い
に
し
て
も
第

者
に
情
報
を
興
へ
る
こ
と
は
被
傭
者
と
の
閥
係
じ
於

て
も
全
く
自
由
で
あ
る
か
ら
、
傭
主
は
被
傭
者
の
不
知

405 

の
習
に
於
て
も
、

叉
共
の
立
に
反
し
て
も
之
を
属
す
ニ
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と
を
得
る
も
の
と
謂
は
ね
ば
た
ら
ね
ハ
じ
ユ
ツ
タ
)
。
第

者
の
照
合
あ
り
た
る
こ
と
を
被
傭
者
に
告
知
す
る
の
義

務
も
此
の
場
合
に
は
認
め
ら
れ
た
い
。

斯
様
に
僻
主
は
被
傭
者
と
の
関
係
に
於
て
情
報
の
自

由
を
有
っ
て
ゐ
る
外
に
、
尚
由
良
資
な
る
情
報
を
魚
し
得

ろ
自
由
主
も
保
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
へ
被
傭
者

不貨の情報に依る就職妨筈事件と情報の法律関係

に
就
職
不
能
を
招
致
し
損
害
を
及
ぽ
す
ゃ
う
友
場
合
で

も
、
僻
主
は
自
由
に
民
正
な
る
事
置
の
通
報
を
魚
し
特

る
も
の
と
謂
は
ね
ば
た
ら
ぬ
。
但
し
乙
れ
と
て
も
回
よ

り
共
の
通
報
じ
因
り
第
三
者
が
正
首
な
る
利
益
を
享
受

ず
る
限
度
に
制
限
せ
ら
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
第
三
者
が

何
等
別
段
の
要
求
及
び
利
益
を
有
せ
ざ
る
に
拘
は
ら

十
、
車
に
被
傭
者
の
樺
利
利
品
誌
を
侵
害
す
る
に
止
る
が

如
き
通
報
は
遣
法
行
震
を
以
て
論
ヂ
べ
き
も
の
で
あ
る

と
考
へ
る
。
但
し
賢
際
問
題
と
し
て
は
此
の
限
界
を
引

〈
、
)
と
英
一
困
難
な
る
べ
く
又
往
々
次
に
述
ぶ
る
が
如
き

不
賓
の
情
報
を
需
す
こ
と
が
稀
で
は
な
い
か
ら
、
設
め

被
傭
者
側
の
要
求
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
法
定
の
努
働
誼

明
以
外
に
は
冊
、
王
を
し
て
一
切
情
報
を
鳴
さ
し
め
ざ
る

も
の
と
す
る
禁
止
規
定
を
試
く
る
の
が
一
番
簡
単
で
い

40'3 

-A
か
も
知
れ
な
い
。
濁
逸
で
は
被
傭
者
側
か
ら
曾
て
此

極
の
要
求
が
出
て
ゐ
た
ゃ
う
で
あ
る
が
、
過
年
の
『
努

働
契
約
法
草
案
』
に
は
絡
に
此
種
の
一
般
的
禁
止
規
定

を
挿
入
す
る
に
は
至
ら
・
な
か
っ
た
(
モ
ヲ
ト
I
ル

l
b
z

ツ
ク

i
リ
1
ツ
ラ

I
V

右
と
異
り
傭
主
に
は
如
何
な
る
揚
A
口
に
於
て
も
被
傭

、
、
、

者
に
関
す
る
不
賓
の
情
報
を
話
す
の
自
由
は
認
め
ら
れ

泣
い
。
前
述
せ
る
怖
主
の
情
報
義
務
存
ず
る
場
合
は
勿

論
の
こ
と
、
斯
の
如
き
契
約
上
の
義
務
存
せ
ざ
る
場
合

に
於
て
も
、
不
震
の
情
報
は
被
傭
者
に
封
す
る
不
法
行

負
上
の
賠
償
責
任
を
費
生
せ
し
め
る
。
但
し
不
賓
の
情

報
に
し
て
も
、
不
買
な
る
こ
と
に
因
り
被
傭
者
に
却
て

利
益
を
賀
ら
す
べ
き
揚
合
は
之
と
趣
を
異
に
し
、
第

者
と
の
関
係
に
於
て
問
題
が
生
や
ろ
丈
け
で
あ
っ
て
、

被
傭
者
と
の
開
係
に
於
て
は
不
法
行
協
の
問
題
を
警
生

す
る
に
は
至
ら
た
い
。
而
し
て
尚
乙
に
関
聯
し
て
考
ふ



ぺ
き
こ
と
は
汁
不
買
」
の
意
義
で
あ
る
。
「
不
賓
ん
に
は
回

係閥律法の報情とf牛事筈妨職就る依lこ報情の食不

よ
り
客
観
性
が
九
な
け
れ
ば
た
ら
お
け
れ
ど
も
、
之
を
純

-
客
観
的
に
判
断
し
て
絶
封
に
間
遠
の
な
い
こ
と
を
要
す

る
の
意
味
に
解
し
て
は
い
け
な
い
。
重
大
な
る
過
失
な

き
限
り
事
置
の
判
断
は
之
を
虞
置
な
り
と
解
し
て
然
る

べ
き
で
あ
る
。
故
に
傭
主
の
一
般
的
判
断
は
、
た
と
九

173 

夫
れ
が
純
客
観
的
に
は
営
ら
な
い
揚
合
で
る
っ
て
も
、

誌
に
所
謂
情
報
と
し
て
は
民
正
な
り
と
観
な
け
れ
ば
な

ら
む
と
考
へ
る
。
即
ち
傭
主
の
一
般
的
な
る
償
値
判
断

つ
三
円
'
戸
弓
件
。
日
目
。
)
は
不
正
の
情
報
を
以
て
論
十
べ
き
で
は

な
い
と
考
へ
る
の
で
あ
る
(
類
似
の
見
併
1
1
濁
判
例
、
。

〔
昭
和
三
・
大
・
一
一
U
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